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式
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び
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こ

学

級
 

自分だけのお正月玄関飾り 

誓いの言葉を述べる新成人代表 

華やかな衣装とあふれる笑顔 

親子で「パクパク人形」づくりに挑戦 

真剣な表情で学ぶ受講生 文化祭に華を添えた園児の作品 
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心地良い疲労感と達成感 

 
平
成
二
十
九
年
好
間
地
区
成

人

式
を
、

一
月
八

日
に

好
間

公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
式

当

日

は
、

色

鮮

や

か

な

振

り

袖
や

ス
ー
ツ
姿

の
新

成
人

八

十
三
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

 

式
典

は
、
厳
粛

な
雰

囲
気

の

中

で
執

り
行
わ

れ
、
吉

田
直

一

好

間
支

所
長
が
、

市
長

か
ら

の

新
成
人
に
贈
る
こ
と
ば
を
読
み

上

げ
、
新

成
人
の

間
瀨

友
里

愛

さ
ん
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
 

 
来
賓
代
表
の
木
田
都
城
子
市

議
会
議
員
か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、

新

成
人

を
代
表

し
、
上

遠
野

賞

さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
 

 
 

 
式
典
終
了
後
に
は
、
新
成
人
実

行

委

員

の

皆

さ

ん

が

企

画

し

た

記
念
行
事
『
シ
ン
・
成
人
～
ま
だ

会

っ

た

こ

と

の

な

い

君

を

探

し

て
い
る
～
』
が
開
催
さ
れ
、
中
学

校

時

代

の

恩

師

の

先

生

を

囲

ん

で
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
記
念
写
真
を

撮
影
し
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
新
成
人
と
恩
師
の
先

生

方

は

当

時

を

振

り

返

り

な

が

ら
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
歓

び
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 

成

人

式

の

開

催

に

あ

た

っ

て

は
、
新
成
人
四
名
と
公
民
館
運
営

審

議

会

委

員

五

名

に

よ

る

実

行

委
員
会
に
お
い
て
、
昨
年
九
月
よ

り
会
議
を
重
ね
る
な
ど
し
て
、
準

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 

会

場

に

は

多

く

の

来

賓

の

方
々
が
臨
席
し
、
地
域
を
挙
げ
て
、

二

十

歳

を

迎

え

た

新

成

人

の

門

出
を
祝
福
し
ま
し
た
。
 

 
本
講
座
は
、
昨
年
十
一
月
二
十

八
日
に
「
明
治
の
森
国
定
公
園
」

の
高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し

ま
し
た
。
 

 
往
路
は
、
麓
の
清
滝
駅
か
ら
中

腹

の

高

尾

山

駅

ま

で

ケ
ー

ブ

ル

カ
ー
で
移
動
。
そ
こ
か
ら
徒
歩
で

全
員
で
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
美
し
く
見
事

な
富
士
の
眺
望
、
確
か
な
達
成
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
誰

も
が
笑
顔
で
し
た
。
 

 
復
路
は
、
自
由
行
動
で
す
。
高

尾
山
の
顔
・
薬
王
院
、
天
狗
の
腰

掛
杉
や
た
こ
杉
等
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
っ
た
り
、
名
物
の
天
狗
焼

等
の
絶
品
グ
ル
メ
を
味
わ
う
な
ど
、

思
い
思
い
に
晩
秋
の
高
尾
山
を
満

喫
し
ま
し
た
。
 

 
第
三
十
四
回
好
間
地
区
総
合

文

化

祭

を
、

昨

年

十

月

二

十

二

・
二
十

三

日
（
展

示

部
発

表

会
）
、
十
月
二
十
九
日
（
ダ
ン
ス

交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
）
、
十
一
月
三

日
（

芸

能

部

発

表

会
）

に

好

間

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
好
間
地
区
文
化
協
会
に
加
盟

す

る
サ
ー
ク
ル

・
団

体

の
皆

さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
運
営

し
、

日

頃
の
活

動
成

果

を
披

露

し
ま
し
た
。
 

 

文
化
祭

期

間
中

に

は
、
好

間

町
に
あ
る
幼
稚
園
や
保
育
所
・

園
の
年
長
園
児
の
皆
さ
ん
が
制

作

し
た
作

品
（

絵
・

こ

い
の

ぼ

り
）

が

公

民

館

玄

関

ロ

ビ
ー

に

飾

り
つ
け

ら

れ
、
館

内

の
雰

囲

気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

 
 

 
 

小宅先生の説明に聞き入る来場者 

 
本

講
座

は
、

幼
稚
園

や

保
育

所
・
園
に
入
園
前
の
幼
児
と
そ

の
保

護
者

を
対
象
と

し

て
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
こ
と
を

目
的

に
、

渡
部

裕
美
子

先

生
を

講

師

に

迎

え
、

前

期

に

五

回
、

後
期
に
八
回
実
施
し
ま
し
た
。
 

 
講

座
で

は
、
楽
器
の

演

奏
や

リ
ズ
ム
遊
び
、
簡
単
な
工
作(
小

麦

粘

土

や

ス

ノ
ー

ド
ー

ム

づ

く

り
）

な

ど
、

様

々

な

行

事

を

楽

し
み

な
が

ら
、

親
子
の

ふ

れ
あ

い
を
深
め
ま
し
た
。
 
 
 

 

ま

た
、

休

憩

時

間

に

は
、

渡

部
先
生
か
ら
子
育
て
に
つ
い
て

の
ア

ド
バ

イ
ス
や
、
受

講

生
同

士
で

情
報

交
換
す
る

な

ど
、
和

や
か
な
雰
囲
気
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 
 

 
本
講
座

は
、

昨
年

十

二
月
二

十
六
日
に
、

市
民
講

師

の
髙
橋

政
雄
先
生

を

講
師
に

迎
え
、
正

月
玄
関
飾
つ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
 

 
二
人
一
組
に
な
っ
て
の
わ
ら

縄
も
じ
り

で

は
、
互

い

に
協
力

し
合
い
、
励

ま
し
合

っ

て
編
み

上

げ
、

輪

飾

り

に
、

南

天

や

だ

い
だ
い
、
稲

穂
な
ど

を

付
け
て

完
成
で
す
。
 

 
受
講
生

は
、

苦
戦

し

な
が
ら

も
先
生
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、

額
に
汗
を

に

じ
ま
せ

な
が

ら
、

見
事
な
玄
関
飾
り
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
 

 

平

成

二

十

八

年

度

ま

ち

づ

く

り
文
化
講
演
会
を
、
三
月
五
日
に

好
間
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

 

い

わ

き

明

星

大

学

地

域

基

盤

型

客

員

教

授

の

小

宅

幸

一

先

生

を
迎
え
「
歴
史
・
地
域
を
学
ん
で

人
・
ま
ち
づ
く
り
へ
～
近
代
化
と

戦

争

が

起

こ

し

た

日

本

の

”

し

く

じ

り

”

の

側

面

を

取

り

戻

そ

う
、
好
間
で
」
と
題
し
、
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
先
生
は
、
明
治
政
府
が
め
ざ
し

た
地
域
の
あ
り
方
、
戦
後
の
同
市

合

併

や

歴

史

の

変

遷

を

た

ど

り

な

が

ら
、

地

域

学

と

し

て
「

好

間
」
固
有
の
歴
史
や
文
化
を
、
若

い
世
代
へ
受
け
継
ぐ
た
め
に
は
、

年

少

期

か

ら

の

地

域

教

育

の

必

要

性

が

大

切

と

熱

く

語

り

か

け

ま
し
た
。
 

 
本
講
座
は
、
好
間
に
ま
つ
わ
る

歴
史
、
民
俗
、
文
学
等
を
題
材
に

し

な

が

ら
、

地

域

の

過

去

・

現

在
・
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
総
合
的
に
学
ぶ
全
五
回
の
講
座

で
す
。
 

 
第
二
回
目
は
、
「
考
古
学
か
ら

探
る
往
古
（
い
に
し
え
）
の
好
間

‐
縄
紋
人
の
秩
序
を
学
ぶ
‐
」
と

題
し
て
、
福
島
県
考
古
学
学
会
顧

問
の
馬
目
順
一
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
市
内
で
は
最
大
規
模
を
誇
る
愛

谷
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文
土
器

や
土
偶
、
遺
跡
の
空
撮
写
真
な
ど

の
豊
富
な
資
料
と
と
も
に
、
先
生

の
軽
妙
な
切
り
口
の
講
義
に
、
受

講
生
は
、
古
代
の
好
間
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
 

   

正
月
玄
関
飾
り
つ
く
り
 

好

間

地

区
 

総

合

文

化

祭
 

ま

ち

づ

く

り
 

文

化

講

演

会
 

”  

“  


